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　昭和40年代以降，大幅に投資拡大を図り整備してきた社会資本は，今後維持更新の時期を迎える。厳しい財政状況，人口減少が見込まれる中で，
これまでの「新規の建設・整備を中心とした方向」から「維持管理を重視し，既存施設の保全と有効活用を図る方向」へと政策の重心を移し，長期的な
視点に立った社会資本の整備を推進する。
　また，道路や河川堤防など，地域に根ざした身近な社会資本の整備，維持管理にあたっては，住民と行政が連携し，地域と一体で取り組む体制づ
くりを推進する。
　さらに，都市や農山漁村においては，住民と協働のもとで，地域の自然，歴史，文化等や人々の生活，経済活動，さらには農地や森林が持つ水土
保全機能など，多様な要素を生かした景観の保全と整備を促進するとともに，美しい景観を生かした地域づくりを推進する。
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景観行政団体数（市町村）
2団体

（平成21年度）
Ｂ

30
住民参加型の社会資本整備
や良好な景観の形成

544,314千円

アドプトプログラム認定団体数
309団体

（平成21年度）
Ａ

中山間地や農地の保全活動に参加する団体数
770団体

（平成21年度）
Ａ

平成22年度政策評価・施策評価基本票

政策を推進する上での課題等と対応方針　 ※施策の必要性・有効性・効率性の観点からの課題等と
　 次年度（平成23年度）の対応方針

・効果的なストックマネジメント構築に向けて，点検体制及び様々な対応方法等，調整を進めていく必要があることから，各社会資本分野の点検や計
画策定を行い，効果的なストックマネジメントを構築して実践に努める。併せて，広く県民への周知を図り，住民協働（コラボ）事業の促進やアドプトプ
ログラムによる施設管理の参加拡大を促していく。
　※ストックマネジメント：新たに建設する施設を含めた公共土木施設等全般について，保有する機能を最大限活用できるよう総合的な事業管理を
　　　行うこと。
・農村では，高齢化の進展や後継者不足等に伴い，集落活動の減退が懸念されるとともに，農業者のみによる生産資源や環境資源の維持・保全が
困難になっているため，他の農村振興施策との連携，非農家の参画による地域活性化も想定しながら，農村振興を検討する第三者委員会に諮問す
るとともに，一般県民への事業ＰＲに努める。
・景観に関する意識醸成は十分とは言えないことから，「新・宮城景観形成指針」及び「宮城県美しい景観の形成に関する条例」に基づき，市町村へ
の支援や普及啓発など各種施策・事業を継続的・効率的に実施していく。
・都市景観については，県内の主要な都市景観である仙台市街地を有する仙台市と，広域的な景観の形成を担う県の立場から必要な連携を図って
いく。

※目標指標等の達成度　Ａ：「目標値を達成している」
　 　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ：「目標値を達成していないが，設定時の値から見て指標が目指す数値の変化と同方向に推移している，又は現状維持している」
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ：「目標値を達成しておらず，設定時の値から見て指標が目指す数値の変化と逆方向に推移している」
　　　　　　　　　　　　　　　  N：「現況値が把握できず，判定できない」

政策の成果（進捗状況） 評価 評価の理由・各施策の成果の状況

・各施策の成果等から見て，政策の進
捗状況はどうなっているか。 概ね順調

・住民参画型の社会資本整備や良好な景観の形成に向けて，１つの施策で取り組んだ。
・アドプトプログラム認定団体数が増え，参加するボランティアの数も増えたことにより，道
路や河川など身近な社会資本施設の整備，維持管理を，住民と行政が連携しながら取り
組むことについて順調に推移している。
　※アドプトプログラム：アドプトとは「養子縁組」をするという意味で，地域の人々が道路
　　　や河川などの公共スペースを我が子のように面倒を見ることから命名，住民と行政
　　　とが役割分担の下で，継続的に清掃・美化を進めるもの。
・豊かな自然や美しい景観の保全に向け，集落の協定に基づく農業生産資源や環境資
源の保全向上活動が，着実に実施されている。
・景観シンポジウムの開催（約250人参加）や「景観百選」の紹介等により，景観に関する
意識醸成や普及啓発が図られている。また，景観行政団体への移行を県内各市町村に
働きかけを行い，平成21年4月に松島町が景観行政団体に移行した。
・以上のことから，本政策の進捗状況は概ね順調であると考えられる。

政策評価（総括）

623


